
電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 

平成２０年２月２８日 製品安全課 

商品名等 

（電気用品名等） 

工場設備・装置組込み用電気ポンプ 

 

 

１ 当該商品等の概要 

 

○用途、機能、性能 

 当ポンプは、化学薬品工場等の製造設備・装置に組込み用のもので、化学的耐蝕

性材質で構成された高精度定量移送用の電気ポンプである。 

 ポンプの種類としては、ダイヤフラム式、プランジャ式及び液中バルブレス（ガ

スロックレスポンプ）式のものがある。 

 

○構造、仕様、意匠 

 各方式のポンプは製造設備・装置組込み用であるが、「機械器具に組み込まれ

る特殊な構造のもの」に該当する構造ではない。 

 定 格：ダイヤフラム式、プランジャ式 

３相、２００／２２０Ｖ、５０－６０Ｈｚ、０.４～１.５ｋＷ 

     液中バルブレス式１００／２００Ｖ、５０－６０Ｈｚ、２５～９０Ｗ 

 

○主な使用者、販売先 

化学薬品を扱う工場等 

 

 

２ 対象・非対象の解釈 

  

 電気用品安全法上は、非対象として取り扱う。 

 

（理由） 

 本製品は、化学薬品工場等の事業用電気工作物に接続して使用される製造設備・

装置組込み専用のものであることから、非対象として取り扱うことが妥当と判断す

る。なお、一般用電気工作物に接続する場合には、「電気ポンプ」として電気用品

安全法の対象として取り扱われる。 

 

 


